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平成１８年度上半期における主な人権啓発等の取組について

人権啓発推進室
１ ８月人権強調月間等の取組

○ ひゅうまんシネマフェスタ2006
内 容◆
人権にかかわりのあるテーマを扱った映画の鑑賞を通じて、子ども達が保護者や友

達と人権の大切さについて話し合う機会とすることをねらいとする映画上映会。人権
啓発パネル展と併せて開催。

〔開催日及び会場 （８月３日～２０日）〕
８月３日(木)福知山市厚生会館 ４日(金)宮津会館

山村開発センターみずほ18日(金)宇治市文化センター 19日(土)京丹波町
20日(日)京丹後市峰山総合福祉センター

〔過去５年間の参加状況〕
開催年 参加者総数 備考

平成１８年 3,559 ５会場各１日間
平成１７年 3,340 ５会場各１日間
平成１６年 2,240 ５会場各１日間
平成１５年 1,277 ６会場各１日間
平成１４年 1,480 ３会場各１日間
※⑱参加者が過去最高

特 徴◆
今回初めての試みとして、宇治市会場で人権問題に取り組むＮＰＯ法人がその活動

を紹介し、参加者（子どもやその同伴者等）と対話・交流するコーナーを設置。
従来のパネル展示単体で実施するよりも参加者が多く相乗効果があった。

参加するＮＰＯ法人 展 示 内 容
Ａｕｎｊａ（アウンジャ） デートＤＶについてのパネル展示など
きょうとＣＡＰ ＣＡＰの活動についてのパネル展示など～子どもの人権・暴力防止～
京都ケアドッグステーション 介助犬についてのパネル展示など
京都子どもセンター チャイルドライン（子ども電話）カードの配布など

エルファ 在日 の生活支援活動についてのパネル展示など京都コリアン生活センター コリアン

○ 人権街頭啓発
内 容◆
「人権強調月間」を機に、人権尊重に関する社会的な機運を盛り上げるため、京都

府、京都市など１２の団体で構成する「京都人権啓発推進会議」が中心となって、駅
や大規模商業施設の近辺など街頭で啓発物品を配布する啓発活動を市町村等とともに
府内一円で実施。

地 域 日 時 場 所

京都市内 ８月１日（火）16:30～17:00 京都駅ほか５箇所

２７市町村６３箇所
京都市以外の

７月２７日 木 ～８月１０日 木（ ） （ ）
市町村

◆ 特 徴
京都市内のメイン会場である「京都駅ビル室町小路広場」では、京都府立桃山高等

学校吹奏楽部（約１２０名）によるミニコンサートを実施（２年振り・３回目 。）
前回・前々回とも駅ビル「大階段」に駅利用者や百貨店の買い物客など多くの府民

を集客でき、若々しい演奏に乗せた活気あふれる啓発活動ができた。

資 料 ４
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そ の 他 の 人 権 啓 発 事 業

１ みんなで創る人権五・七・五標語コンクール作品募集
人権の大切さなどを表した「五・七・五」形式の標語の募集
＜応募資格＞ 京都府内に居住又は通勤・通学されている方
＜募集区分＞「一般の部 「青少年の部(18歳未満) 「小学生の部」」 」

○応募状況（応募者数）
区 分 １８年度 １７年度 １６年度 １５年度 １４年度

一 般 の 部 578 593 563 593618

13,532
青 少 年 の 部 6,853 6,204 4,111 3,278

13,994 12,919 9,291小 学 生 の 部 15,610
計 23,081 20,776 17,623 13,132 14,125

※⑱応募者が過去最高

２ 人権擁護啓発ポスターコンクール作品募集
基本的人権の尊重などを訴える啓発ポスターの募集

府内の小・中・高等学校 並びに外国人学校の児童生徒＜応募資格＞ （盲・聾・養護学校）
＜規 格 等＞ 四つ切りの画用紙を使用し、人権の尊重・擁護を訴える標語を

とり入れた絵画作品

○応募状況（応募者数）
区 分 １８年度 １７年度 １６年度 １５年度 １４年度
小 学 生 4,414 3,488 3,690 2,9374,842
中 学 生 728 719 865 728827
高 校 生 92 208 28 7277
計 5,746 5,234 4,415 4,583 3,737

※⑱応募者が過去最高

３ 鴨川納涼人権啓発パネル展の開催
日 時 平成１８年８月５日（土 ・６日（日））
場 所 鴨川三条大橋～四条大橋間の河川敷
内 容 ・人権啓発コンクール優秀作品の展示

・人権啓発パネルの展示ほか

４ 啓発ステッカーの掲出
人権啓発強調月間に合わせて作成したステッカーを京都府など京都人権啓発推

進会議構成団体の公用車及びタクシーに掲出

５ 人権啓発ポスターの掲出
、 、 、人権強調月間に合わせて作成した啓発ポスターを京都府 府内各市町村 学校

鉄道駅舎をはじめ府内各地の公共施設を中心に掲出

６ 人権啓発パネル展の開催
日 時 平成１８年８月４日（金）～８月２５日（金）
場 所 京都府庁１号館展示ロビー
内 容 ・人権啓発コンクール（ポスター・標語）優秀作品の展示

・人権啓発パネルの展示
・人権に関わる府民の取組を紹介したビデオの上映
・市町村作成の人権啓発資料の展示



- 3 -

２ 新たな視点での人権啓発事業の実施

（１）連携事業

ア 大学との連携
・大学と連携し、学生に対する人権教育とその成果の活用（大学のカリキュラムの
課程を活用した啓発物品の作成）
・若者による若者への啓発
・若者 大学生 の感性を活かした若者を主たるターゲットとした啓発物品 ポ（ ） （
スター・グッズ）の制作

大学名 連携内容

人権をテーマにポスターデザインの課題を学生に与え、優秀作品を憲大阪成蹊大学
法週間等のポスターとして活用することを検討芸術学部（ ）長岡京市

デザインの課題を学生に与え、日常生活用具の提京都嵯峨芸術大学 人権をテーマに創作
案を構想。成果物を啓発物品として活用することを検討（ ）京都市

（ ）イ 府民との連携 効果的な人権啓発事業を展開するためのサポーターの育成・支援

、〔 〕概要 人権啓発行事に関心をもって行事に参加またはホームページを閲覧したり
人権啓発コンクールに応募いただいた方々の参加者の多くは、事業に参加した

、 、 、ことで 少なからず人権問題に関心を持ち 人権感覚が芽生えかけたとしても
その後の自己研鑽の機会が少ないことで、時間が経つとともにそのとき芽生え
た人権感覚が薄れていく状況にある。
これらの対象者に、人権啓発資料の提供やイベント情報、テレビ・ラジオ番

地域において一緒に取り組んでい組の放送内容等を継続的・定期的に発信し、
ける人権問題の理解者を増やします。

（２）ラジオ「京都人権情報」の番組内容の改組

府民が人権について主体的に考える機会として、ラジオ番組により人権に関する様々
な情報を定期的に提供しているところであるが、今年度は新たに従来の情報提供型に加

「はたけさんちの夕ご飯」を制作、放え、聴取者の感性に訴える内容として創作ドラマ
（全２６回中１０回分）送。

〔内 容〕従来 府民に身近な人権に関する情報の有識者による解説・提供や府民に
（ ）身近なところで行われているＮＰＯ法人等の取組等の紹介 １６回

「はたけさんちの夕ご飯 （１０回）新規 創作ドラマ 」
〔放送日時〕平成１８年４月７日（金）～９月２９日（金）の毎週金曜日

午後４時３５分～４５分（１０分間）
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平成１８年度上半期における主な人権啓発等の取組について

各部局の取組（職員向け研修事業を除く）

知事直轄組織（広報課）

○ きょうと府民だより

・８月号：人権強調月間特集を掲載

・ 人権口コミ講座」「

発行月 タイトル 執筆者

４月号 カム・アウト （財）世界人権問題研究センター嘱託研究員・熊本学園大学教授

山本 尚友 氏

５月号 子どもの力を発揮させるもの 小児科医

有井 悦子 氏

６月号 人権のヨコの広がりとタテの広がり （財）世界人権問題研究センター所長・京都大学名誉教授

安藤 仁介 氏

７月号 インターネットと「ネット差別」 （財）世界人権問題研究センター専任研究員

宮本 正明 氏

９月号 拘束のない介護を！ （財）世界人権問題研究センター研究第４部長・ジャーナリスト

福田 雅子 氏

月号 女性差別撤廃条約についての日本の 立命館大学教授・ 財）世界人権問題研究センター嘱託研究員10 （

第四回・第五回報告の審議 薬師寺 公夫 氏

○ 月イチ☆きょうと府（ＫＢＳ京都 ３０分間）

人権特集－障害者の社会参加促進のために（本放送 ８月６日）

（再放送 ８月８日 ８月１４日）

知事直轄組織（国際課）
○ 外国人生活ガイドの作成

（⑱中間情報）緊急情報、生活情報、住まい情報、得する情報をホームページに掲載

○ 外国語ラジオ番組放送

（⑱中間実績）生活情報（ビザの更新、病気・健康、教育制度など 、府政情報（自動車税納付、防犯、府営住宅入）

居者情報など）を月４回程度提供

○ 京都府名誉友好大使の任命

（⑱中間実績）２０名を任命し、小学校等における異文化紹介など３９事業を実施

○ 語学指導等を行う外国青年招致事業

（⑱中間実績）府内配置人員８０名

○ 外国籍府民のための生活相談の実施

（⑱中間実績）１０月末現在の相談件数１，４６７件（月平均２１０件）

○ 財団法人京都府国際センター運営助成

（⑱中間実績）ＮＰＯ法人への事業委託やボランティアの経験・知識を活かす事業の実施

留学生が地域づくり、産業活性化に参画できるワークショップの開催

留学生や国際交流団対等の参画による１０周年記念事業の実施

企画環境部（スポーツ生涯学習室）
○ 「京のＯＷＮ（オウン）ネット」による生涯学習・スポーツ情報の提供
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府民労働部

（女性政策課）
○ ・ＫＹＯのあけぼの大学開催事業（地域講座）

開催日 演題 講師

５／１３ 女性のための起業セミナー（１１回） 有限会社アイ・キャリアサポート

～ ＮＰＯ法人 ヒューマンサポート協会

９／３０ 黄瀬 紀美子氏ほか

８／１９ はたらく女性のメンタルヘルス 精神科医

気負いすぎず☆いきいきと 有賀 やよい 氏

９／３０ 私たちのまちづくり ＮＰＯ法人舞鶴市女性ネットワークの会理事長

～ある女性団体のチャレンジ～ 伊庭 節子 氏

ひとりで悩まないで一緒に学ぼ！ 弁護士１０／１４

シングルマザーのための法律セミナー☆ 吉田 容子 氏

○ 女性国内交流事業（女性の船）

府内の女性たちが男女共同参画について学習・交流を深めネットワークを築くとともに、豊かな地域づくりをめざ

すため実施。

〔内 容〕事前研修 ６月４日（日）

班別研修 ６月１５日（水）から１９日（月 （船内及び訪問先：北海道））

意見交換会８月６日（日）

（雇用対策プロジェクト）
○ 公正採用選考啓発事業 ６月１０日（土）から１９日（月）

・公正採用選考推進啓発ポスター作成（ 枚）4,000
・公正採用選考推進新聞意見広告 （京都・朝日・毎日・読売・産経）

・公正採用選考啓発ＴＶスポット （ＫＢＳ京都、 秒× 回）15 25
・ＪＩＳ規格履歴書の配付（随時）

（労政課）
○ 中小企業労働相談事業の実施

・労働相談 （来所・電話相談） ３６６件

・特別労働相談（弁護士による労働相談） ２７件

保健福祉部

（高齢・援護室）
○ 高齢者総合相談センターの運営

・一般相談 （高齢者及びその家族等からの相談） １１３件

（ ） （ ）・専門相談 法律相談等 ８８件 計２０１件 １０月末現在

・情報提供 （高齢者及び高齢化等に関する各種情報の収集・提供等）

〔運 営〕 （財）京都ＳＫＹセンターに委託

（障害者支援室）
○ 「障害者週間」啓発活動促進事業

・啓発ポスター、体験作文コンクールの作品募集 ７月３日（月）から９月１１日（月）

○ 社会参加促進事業

・啓発パンフレットの作成

・福祉機器の展示 等
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（医療室）
○ 医療安全相談の実施（医療室内）

・専任の相談員（看護師）が、電話及び面談により対応

相談等４０３件（９月現在）

（健康対策室）
○ 「ハンセン病を正しく理解する週間」６月２５日（日）から７月１日（土）

・府内高校３年生全員に啓発リーフレット配布

・啓発パネル展の開催

農林水産部

（農村振興課）
○ イキイキ農山漁村女性写真コンクール

教育委員会

（社会教育課）
○ みどりキャンプ

開催日 内 容

障害のある子どもを含めた子どもたちが、るり渓の自然の中で共同生活を体験し、多様な立７／３１

場を理解し、心のふれあいを深めながら支援する心を培いうなど、ノーマライゼーションの一～

層の進展を図るため実施。８／６


